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自治会長、民生委員・児童委員 用 

 

「地域福祉に関する市民意識調査」のお願い 
 

 皆さまには、日頃から福祉行政の推進にご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

さて、刈谷市と刈谷市社会福祉協議会では、地域住民・ボランティア・ＮＰＯ法人・サ

ービス事業者・福祉関係団体などと協力して、障害の有無や年齢などにかかわらず、家

庭や地域の中で安心した生活が送れるように、地域福祉を推進しています。 

このたび、地域の福祉課題や今後の刈谷市の地域福祉の推進方向など、皆さまからの

ご意見をお聞きするアンケート調査を実施して、「第 4 次刈谷市地域福祉計画」の策定

に活用したいと考えています。 

この調査は、自治会長、民生委員・児童委員の皆さまを対象に実施しています。回答

は無記名であり、集計結果は公表させていただきますが、個人が特定されることはあり

ません。ぜひ、皆さまの率直なご意見をお聞かせください。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。 

平成 30 年 10 月 

刈谷市長 竹中 良則 

刈谷市社会福祉協議会会長 杉浦 芳一 

 

◆ご回答のお願い◆ 

 

１ この調査票は、ご自分のお考えでご記入ください。 

２ 平成 30 年 10 月１日現在の内容でご記入ください。 

３ お答えは、質問のあてはまる番号に○をつけてください。 

４ お答えが「その他」にあてはまる場合は、（ ）に具体的に書いてください。 

５ ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れ、１１月  日（ ）までに投

函してください（切手不要）。 

▼問い合わせ先 

刈谷市役所 福祉総務課 総務係     ＴＥＬ：０５６６－６２－１０１２ 

担当 前島、西村     ＦＡＸ：０５６６－２４－３４８１ 

電子メール：fukusou@city.kariya.lg.jp 

 

資料９
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Ａ あなたの回答区分や年齢、活動期間などについておたずねします 

 

問１ 回答区分をお答えください。 

１ 自治会長 ２ 民生委員・児童委員 

 

問２ あなたの年齢は、平成 30年 10月１日現在、次のどれですか。（〇は１つだけ） 

 １ 3９歳以下 ４ 60 歳代 

２ 40 歳代 ５ 70 歳以上 

３ 50 歳代 

 

問３ あなたの性別はどちらですか。（〇は１つだけ） 

１ 男性 ２ 女性 

 

問４ あなたの居住地（地区別）は次のどれですか。（○は１つだけ） 

１ 北部地区（井ケ谷、東境、西境、今川、今岡、一里山、一ツ木、泉田、築地） 

２ 中部地区（刈谷西部、刈谷中部、刈谷東部、元刈谷、熊、高津波、小山、重原、桜） 

３ 南部地区（小垣江、高須、半城土、野田、東刈谷） 

 

問５ あなたは、刈谷市に住んで通算して何年になりますか。（○は１つだけ） 

１ １年未満 ４ 10 年～20 年未満 

２ １年～５年未満 ５ 20 年以上 

３ ５年～10 年未満 

 

問６ あなたは、現在の活動をされて通算して何年になりますか。（○は１つだけ） 

１ １年未満 ４ 10 年～20 年未満 

２ １年～５年未満 ５ 20 年以上 

３ ５年～10 年未満 

 
 

Ｂ 地域についておたずねします 

問７ あなたの住んでいる地域は、住民同士による助け合いや支え合いが行われるなど、地

域のつながりが強いと思いますか。（〇は１つだけ） 

１ 強い ４ どちらかというと弱い 

２ どちらかというと強い ５ 弱い 

３ どちらともいえない ６ わからない 
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問８ あなたご自身が活動をする中で抱えている課題は何だと思いますか。（〇はいくつでも） 

１ 相談をしてきたひととの関わり ５ 担当する地域の各世帯の把握が 

方が難しい 困難である 

２ 個人情報の保護により行政から ６ 他の団体・組織との連携が 

活動に必要な情報が得られない うまくいかない 

３ 行政や社会福祉協議会のどこにつない ７ 活動が忙しすぎる 

だら良いか、分からないことがある ８ 後継者がいない 

４ 複数の活動を抱えており、 ９ 特にない 

調整が困難である 10 その他（            ） 

 

問９ あなたが活動されている地区でこれから特に支援が必要だと思う人はどのような人

ですか。（〇はいくつでも） 

１ ひとり親と子              ８ 精神障害のある人 

２ 高齢者のみの世帯の人          ９ 引きこもりや閉じこもりの人 

３ 寝たきりの人             10 生活に困窮している人  

４ 認知症の人              11 虐待を受けている人 

５ 病気療養者              12 外国人 

６ 身体障害のある人           13 特にない 

７ 知的障害のある人           14 その他（            ） 

 

問 10 今後、支援が必要な人に対して、地域での支え合いをより活性化していくために、特

に必要なことは次のうちどれだと思いますか。（〇はいくつでも） 

１ 新たな担い手を育成していく    ７ 他の自治会長、民生委員・児童委員 

２ 行政との連携を深める            との交流を活発にしていく 

３ 社会福祉協議会との連携を深める   ８ 他のボランティア・ＮＰＯとの交流 

４ 地区社会福祉協議会や福祉委員会の      や協働の機会を増やす 

  立ち上げや活動の充実                   ９ わからない 

５ 地域住民に活動内容を知ってもらう     １０ その他（            ） 

６ 専門的な研修・勉強会などの機会を増やす                                  

 

問 11 支援が必要な人の情報を市から提供された場合、どのようなことに活用できると思い

ますか。（〇はいくつでも） 

１ 見守り・声かけ活動           ６ 対象者の権利擁護 

２ 交流の場づくり             ７ 対象者の日常生活支援 

３ 福祉サービスの情報提供         ８ 対象者の外出などの付き添い・手伝い 

４ 関係団体・組織との連携         ９ わからない 

５ 対象者の社会参加支援         10 その他（            ） 
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問 12 あなたの住んでいる地域には、どのような問題があると感じていますか。 

（あてはまるものに〇、その中で「地域で」解決できると思うものは◎ いくつでも可） 

１ あいさつをしない人が多い 11 障害のある人と交流する場がない 

２ 近所づきあいが減っている 12 防災体制が十分でない 

３ 地域の活動が活発でない 13 身近に手助け・手伝いをしてくれる 

４ 地域の活動などに参加しにくい雰囲気がある 人がいない 

５ 日中、地域を離れている人が多い 14 地域内にゴミが散乱している 

６ 地域での助け合いに関心のない人が多い 15 安全に歩くことができない道がある 

７ 買い物などの移動手段が整っていない 16 健康づくりの場や機会がない 

８ 治安が悪くなっている 17 特にない 

９ 高齢者が気軽に安心して集まれる場所がない 18 その他（            ） 

10 子育て期の親や子どもが気軽に集まれる場所がない   

 

問 13 あなたは、地域福祉を進める上で、行政にどのようなことを期待・要望しますか。 

（〇はいくつでも） 

１ 地域住民同士が助け合い、支え合う ６ 地域における福祉活動拠点の 

ことができる仕組みづくり 充実・環境づくり 

２ 地域における福祉に関する相談窓口 ７ 地域福祉活動のネットワークづくり 

の充実 ８ 福祉に関する講習会や講演会などの開催 

３ 福祉活動の中心を担う地域における ９ 福祉に関する情報提供の充実 

人材の育成・確保 10 現在所属している役職の後継者づくり 

４ 児童・生徒・地域住民を対象とした 11 特にない 

福祉教育の充実 12 その他 

５ 福祉活動を行っているＮＰＯ法人や    （                 ） 

ボランティア団体への資金面の支援  
 

Ｃ 避難行動要支援者の情報についておたずねします 

問 14 災害時に自力で安全な場所に避難することが困難な高齢者や障害のある人など、いわ

ゆる「避難行動要支援者」の安全を守るため、「避難行動要支援者名簿」を作成していま

す。あなたは「避難行動要支援者名簿」をどのように活用していますか。 

（〇はいくつでも） 

１ 対象者の自宅を地図に ４ 対象者への避難行動に関する助言・相談 

示して把握している 対応に活用している 

２ 個別支援計画を作成している ５ 活用できていない 

３ 対象者の日々の見守りに生かしている ６ その他（            ） 
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Ｄ 他団体との連携についておたずねします 

問 15 あなたは、地域での活動の際に、どのような団体などと連携して活動されていますか。 

（〇はいくつでも） 

１ 自治会 10 障害者施設 19 地域包括支援センター 

２ いきいきクラブ（老人クラブ） 11 医療施設 20 子育て支援センター 

３ 女性団体 12 社会福祉協議会 21 民生委員・児童委員 

４ 子ども会 13 地区社会福祉協議会 22 自主防災組織 

５ ボランティア団体 14 福祉委員会 23 警察・消防 

６ ＮＰＯ法人 15 保育所・幼稚園 24 弁護士・司法書士 

７ 企業 16 小・中学校、高校、大学 25 特にない 

８ 商工会 17 ＰＴＡ 26 その他 

９ 高齢者施設 18 公民館 （          ） 

    （→25の方は問 18へ） 

 

問 16 他の団体などと連携して行っている活動は、どのような活動ですか。 

（〇はいくつでも） 

１ 乳幼児の一時保育        15 福祉施設への訪問活動 

２ 子育ての相談、保護者の交流支援    16 福祉施設での作業補助 

３ 本の読み聞かせ         17 福祉作業所などへの支援 

４ 子どもの遊び、野外活動     18 福祉イベントなどを通じた交流活動 

５ 子どもの居場所づくり      19 専門技術を生かした支援（パソコン講座、家の補修、理髪など） 

６ 高齢者の安否確認、話し相手、手紙など  20 ひとり親家庭・生活困窮世帯への訪問 

７ 高齢者の居場所づくり      21 地域への施設開放 

８ 高齢者への配食サービス     22 その他（              ） 

９ 高齢者や障害のある人などへの家事サービス   

10 高齢者や障害のある人などの外出時の付き添い・手伝い  

11 高齢者や障害のある人などの雇用の創出・支援   

12 点訳・朗読、手話通訳などのコミュニケーション支援 

13 障害のある子などへのおもちゃの貸し出し 

14 高齢者や障害のある人へのレクリエーション・スポーツ活動の支援 
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問 17 今後活動を行う中で連携したい組織や団体はありますか。 

１ ある            ２ 特にない（→ 問 21へ） 

 

問 18 これから連携をしたい組織や団体はどこですか。（〇はいくつでも） 

１ 自治会 10 障害者施設 19 地域包括支援センター 

２ いきいきクラブ（老人クラブ） 11 医療施設 20 子育て支援センター 

３ 女性団体 12 社会福祉協議会 21 民生委員・児童委員 

４ 子ども会 13 地区社会福祉協議会 22 自主防災組織 

５ ボランティア団体 14 福祉委員会 23 警察・消防 

６ ＮＰＯ法人 15 保育所・幼稚園 24 弁護士・司法書士 

７ 企業 16 小・中学校、高校、大学 25 特にない 

８ 商工会 17 ＰＴＡ 26 その他 

９ 高齢者施設 18 公民館 （        ） 

                                  

問 19 問 18 の回答について、なぜその組織や団体と連携をしたいと思いますか。選択した

番号と連携したい内容を記入してください。 

  記入例： 「６ 子どもの居場所づくりを共に進めたい 」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 他の組織・団体と連携しようとするうえで困っていることがあれば教えてください。 
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Ｅ その他 

問 21 地域福祉の進め方、地域活動・組織のあり方など自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 みんなで助け合い・支え合える地域をつくるために、必要だと思う取り組み、見聞きし

たことがある取り組み、今後あなたが取り組んでみたいことなどあれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


